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現在のコンピュータゲームプレイヤは１手あたりの持ち時間を予め決められた探索の深さ、

または予め定められた時間制限によって決定しているケースが多い。そのため、1 手に使う

持ち時間にあまり大きな違いが見られない。ところが、人間の思考時間はそうではない。

人間は、局面の状況から長く考えるべきか、それとも短く考えるべきかを判断し、自分の

持ち時間を上手に配分している。本研究では、コンピュータゲームプレイヤに持ち時間の

適切な配分をさせることを目標としている。 
そこで、2 つの段階に分けて探索時間を調整しようと考えた。1 段階目は、長考すべきか

どうかを判断するマクロな視点からの調整である。2 段階目は、特定の局面において勝率を

用いて適切な探索時間を求めるミクロな視点からの調整である。これらの視点から探索時

間の最適化を行うために、反復深化中の最善手の変化、探索時間と評価値の関係、および

評価値と勝率の関係を調べ、探索時間を一手毎に最適に割り振るコンピュータゲームプレ

イヤを作ることを試みた。 
本研究ではオリジナルのプレイヤと強さが変わらない結果となった。また、長く考える

べき局面の発見の仕方や一手当たりの探索時間の最適化の仕方などは今後更なる研究の余

地があることが分かった。 


